
■実施期間：平成29年3月29日　～　平成29年6月7日

■訪問者数：343人（248世帯）　男性140人　女性203人

■平均年齢：80 歳

■反射材等の配布：311個

☆アンケート調査結果

①運転免許を持っていますか？

②外出の際は、主に何を利用しますか？

③外出の主な目的は何ですか？

④交通事故にあったことはありますか？

⑤夕暮れや夜間に外出しますか？

⑥転倒防止対策の実施状況
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（聴き取り世帯 216世帯）

○夕暮れ時に交通事故が発生しやすいので、暗くなってからの

　出かけられる方が約１割いました。

対策をしている 対策をしていない

する しない

6.3% 91.8% 1.9%

ある ない ヒヤッとしたことはある

29.1% 32.3% 7.2%

シニアカー

通院 趣味・公民館等の活動 運動・散歩 仕事

○車の運転は、市内の買物や通院などの近場での運転が多いようです。

その他

担当：西条市役所　経営戦略部　危機管理課　くらし安全係　　℡ 0897-52-1284（係直通）

○自動車、バイク、自転車を利用して約６割の方が外出されています。バスなどの公共交通機関を利用される方

○家具・食器棚などの転倒防止対策（Ｌ字金具・突っ張り棒）をしている世帯は約１割で、約９割の世帯で
　タンスは離している、タンスはあるが平行に置いているなどという理由で転倒防止対策をしていません。

○約２割の方が、公民館利用や散歩で外出されています。

○外出される主な目的は、買物と通院で約６割の方が外出されています。

　

　

も約２割強いました。

7.8% 7.4% 16.2%

買い物

　外出は極力控えており、会合や近所のちょっとした用事で

平成29年6月19日現在、西条市内で交通事故で亡くなられた方は3名で、昨年比＋2名となっています。 

事故の内訳を見ると、発生件数、傷者数とも昨年に比べ減少していますが、死者数は増加しています。 

今後も安全確認を確実に行い、スピードは控えめにして、交通事故防止を図りましょう。 

聴き取りの結果から、高齢者の方が外出する目的は「買い物」と「通院」が約６割を占めています。 

・車を運転される方は、交差点では速度を落とし、前後左右の安全確認を行って運転しましょう。 

・自転車利用者は、道路を横断する時や右左折する時は、必ず前後と左右の安全を確認しましょう。 

・夜間に外出される歩行者は、反射材を着用し、懐中電灯を携帯するなど、ドライバーから目立つようにして

事故にあわないようにしましょう。 

西条市高齢者交通安全アドバイザー 禎瑞校区訪問実績 

 【高齢者が危険を感じる場所】 

◇壬生川新居浜野田線 

【高齢者が危険を感じる場合】 

◇朝夕はスピードを出して走る車が多く、 

危ない。 
◇通勤時間帯に 

通り抜けの車が 

スピードを出して 

危ない。 

◇シニアカーで 

道の真ん中を 

走る人がおり、 

危険。 


